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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 7日 (2005.10.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 取 扱 い 流 体 を 吐 出 す る ポ ン プ と 、 前 記 ポ ン プ の 上 方 に あ っ て こ れ を 駆 動 す る モ ー タ と を
有 す る 、 サ ブ マ ー ジ ド ポ ン プ で あ っ て 、
　 前 記 モ ー タ は ハ ウ ジ ン グ に 納 め ら れ 、 前 記 モ ー タ の シ ャ フ ト は そ の 上 端 付 近 を 軸 受 に て
支 持 さ れ 、
　 さ ら に 、 前 記 ポ ン プ が 吐 出 し た 取 扱 い 流 体 を 、 前 ャ フ ト の 上 端 付 近 よ り 、 前 記 軸 受
を 通 過 て 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 へ と 導 く 導 入 路 と 、
　 前 記 導 入 路 の 前 記 軸 受 下 流 側 に 設 け ら れ 、 導 入 路 の 流 路 抵 抗 を 高 め る 絞 り 構 造 と 、
を 有 す る サ ブ マ ー ジ ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の サ ブ マ ー ジ ド ポ ン プ で あ っ て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 の 取 扱 い 流 体 を ポ ン
プ に 戻 す 環 流 路 を 有 し 、 前 記 環 流 路 の 前 記 ハ ウ ジ ン グ 側 の 入 口 は 、 前 記 軸 受 よ り 高 い 位 置
に 配 置 さ れ て い る 、 サ ブ マ ー ジ ド ポ ン プ 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の サ ブ マ ー ジ ド ポ ン プ は 、 ポ ン プ 部 が 吐 出 し た 取 扱 い 流 体 を 、 モ ー タ の シ ャ フ ト
を そ の 上 端 付 近 で 支 持 す る 軸 受 を 通 て 、 モ ー タ を 納 め る ハ ウ ジ ン グ 内 に 導 く 導 入 路 を 有
し 、 こ の 導 入 路 の 軸 受 の 下 流 側 に 絞 り 構 造 が 設 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 導 入 路 ５ ８ に 関 す る 構 成 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。 導 入 路 ５ ８ は 、 ま ず 、 取 扱 い
流 体 を 吐 出 口 ５ ４ か ら 上 部 軸 受 ５ ０ に 導 く 。 上 部 軸 受 ５ ０ は 、 転 が り 軸 受 で あ り 、 好 ま し
く は 玉 軸 受 で あ る 。 取 扱 い 流 体 は 、 上 部 軸 受 ５ ０ の イ ン ナ レ ー ス 、 ア ウ タ レ ー ス お よ び 転
動 体 の 隙 間 を 通 過 し て 、 更 に 下 方 に 流 れ る 。 こ の 上 部 軸 受 ５ ０ を 通 過 す る 取 扱 い 流 体 は 、
上 部 軸 受 の 潤 滑 液 と し て 機 能 す る 。 上 部 軸 受 ５ ０ を 通 過 し た 取 扱 い 流 体 は 、 上 部 シ ー ル ６
０ に 達 す る 。 上 部 シ ー ル ６ ０ は 、 モ ー タ シ ャ フ ト ３ ６ の 外 周 と 共 に 、 こ れ ら の 間 に 、 わ ず
か な 隙 間 ６ ４ を 形 成 し て お り 、 導 入 路 ５ ８ の 流 路 を 絞 り 、 流 路 抵 抗 が 大 き く な る 構 造 を 構
成 し て い る 。 こ の 絞 り 構 造 に よ っ て 、 こ の 間 隙 ６ ４ の 前 後 に 圧 力 差 を 生 じ さ せ 、 上 部 軸 受
５ ０ 付 近 は 、 多 段 の 遠 心 ポ ン プ に よ っ て 高 め ら れ た 圧 力 に 近 い 圧 力 維 持 、 ハ ウ
ジ ン グ 室 ４ ９ 内 は 、 比 較 的 低 い 圧 力 と て い る 。 ま た 、 絞 り 構 造 に よ り 導 入 路 ５ ８ を 通
過 す る 流 量 を 抑 え て 、 こ の サ ブ マ ー ジ ド ポ ン プ １ ０ の 吐 出 量 の 減 少 、 す な わ ち 汲 み 上 げ ら
れ る 取 扱 い 流 体 の 流 量 の 減 少 を 抑 制 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】
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